



安 藤 丈 将?



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































? ?ゼミナール私たちの社会 第10回 帰郷運動」『婦
人公論』1960年10月号，p.122。
? 前掲「座談会 この芽をどう育てるか――帰郷運
動・長野県諏訪の場合」p.128。
? ?“日本の壁”に直面して――帰郷運動 現地からの
中間報告」『週刊読書人』1960年８月８日号，p.2。
? 城塚登「運動を成功させるため」『東京大学新聞』
1960年７月６日号，p.3。
? 清水多吉氏聴きとり（2003年５月16日）。
? 有賀，前掲「ふみ出された第一歩 根強く永続的な
活動を」p.2。
? 城塚，前掲「運動を成功させるため」p.3。
? 碓井確三「かけ橋になりきれ 説得しに行くのでは
ない」『東京大学新聞』1960年７月６日号，p.3。
? 前掲「座談会 この芽をどう育てるか――帰郷運
動・長野県諏訪の場合」pp.134-35。
? 藤田省三「綽々大事を永遠に図らん――帰郷学生Ｓ
君への手紙」『藤田省三著作集７ 戦後精神の経験Ⅰ』
早稻田政治經濟學 誌 No.361，2005年10月，47-58
1998年，みすず書房，p.213（初出は『世界』1960年
９月号）。
? 同上，p.218。
? 有賀弘，前掲「ふみ出された第一歩 根強く永続的
な活動を」，p.2。
? 外谷亥吉「帰郷活動への提言」『東京大学新聞』
1960年10月26日号，p.2。
? 同上。
? 前掲「学生の帰郷運動を現地に見る」p.12。
? 村田和子「大学･学生へ――ふるさとに秋が来た」
『東京大学新聞』1960年９月21日号，p.2。
? ?帰郷運動の足あと――農村青年と学生との往復書
簡」『朝日ジャーナル』1960年９月11日号，pp.67-
71。
? 有賀弘氏聴きとり（2003年10月17日）。
? 清水多吉「選挙前に今一度――帰郷運動の再建のた
めに」『東京大学新聞』1960年10月12日号，p.1。
? ?銀杏並木から国会へ――安保闘争以後大学教官の
動向」『東京大学新聞』1960年10月19日号，p.1。
? 外谷，前掲「帰郷活動への提言」p.2。
? ?世界の学生たち――60年代における学生運動の位
置」『朝日ジャーナル』1961年４月２日号，pp.6-15。
? 私はこの仮説を，「『日常性』の発見と深化――
1960年代日本の学生運動における主体形成と暴力」
（社会思想史学会報告予定，2005年11月）のなかで
検証している。
? 加藤敬子「“続ける”を合言葉に」『週刊読書人』
1961年８月21日号，p.2。
安藤丈将：?持ち返り」の思想のゆくえ
